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【はじめに】静電塗布法は、高電圧の印加で微細化したサブミクロンの液滴を塗布する技術であ

り、ナノ構造を有する有機薄膜が直接形成できる成膜方法として近年注目を集めている[1]。これ

までの研究では、有機薄膜の表面平坦化やデバイス特性に関する評価が主に行われてきた。一方、

ファラデーケージとクーロンメーターを用いると着弾時の液滴帯電量が測定可能であり、成膜プ

ロセスに帯電量の評価を導入することが可能である。本講演では、静電塗布法で噴霧した数種類

の溶媒の帯電量と印加電圧・誘電率の関係について報告する。 

【実験】静電塗布法で噴霧した o-ジクロロベンゼン (o-DCB) とエタノールにおける帯電量の経時

変化を測定した。静電塗布装置にはナガセテクノエンジニアリング株式会社製 Mistral、帯電量の

測定には春日電気製ファラデーケージ (KQ-1400) とクーロンメーター (NK1002) を用いた。キャ

リアガスとして 0.02MPaの窒素、ノズルは先端内径 100μmの物を用いた。 

【結果】印加電圧を変化させて静電塗布を行なった o-DCBとエタノールの帯電量測定結果をそれ

ぞれ図 1 と図 2 に示す。o-DCB・エタノール共に時間に対して直線的に蓄積帯電量が増加した。

また、誘電率の大きいエタノール (比誘電率：24) の方が o-DCB (比誘電率：9.9) よりも大きな帯

電量を示した。この結果は、誘電率の高い溶媒が噴霧される時に帯電しやすいことを示している。

また、o-DCBの 3kV印加時には帯電量はほとんど変化しなかった。 
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      図 1 o-DCBの帯電量時間変化               図 2 エタノールの帯電量時間変化 
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